
Ｒ５（202３）年度 下半期 

私たちが『気づき・考え・実行した』活動を紹介します！ 

ＪＲＣ（青少年赤十字）部 

 

 献血  

  

  

  

 



 

 みとやっこまつりで 『自分の描いた絵が動き出す！ お絵かき水族館』 出店  

  

  

  

自分の描いた絵が動き出す！なんて夢みたいなことを実現しました！ 子どもからお年寄りまでみんなビックリ！ 

ステージの司会も、みとやっこまつりの応援も楽しかったです！        



 

 

 飛鳥時代からの継承 峯寺の文化的価値を守る修繕クラウドファンディングに  

 手作り品で協力しています  



  

 



  

   

 



 

 

 

 おたがいさま雲南と地域ボランティアの具体的なことを相談＆情報交換  

 



 

 

 島根県高文連青少年赤十字 研究発表 『最優秀賞』！  

  

 

 

 加茂よっといでまつりで 視覚障がい者の出店のボランティア 

  

 

（本校 HPより抜粋） 

本校ＪＲＣ部が、１１月５日（日）に雲南市加茂交流センター周辺で開催された「第８回加茂よっといで

祭り」の運営協力を行いました。後日、島根県視覚障害者福祉協会の佐藤昌史様からお礼のお手紙を

いただきました。佐藤様に許諾をいただきましたので掲載させていただきます。佐藤様ありがとうござい

ました。 

 



島根県立三刀屋高校 御中 

日頃より大変お世話になります。島根県視覚障害者福祉協会 佐藤昌史と申します。 

私どもの支部団体の雲南地区視覚障害者協会は、昨日の 11月 5日（日）、雲南市加茂町で開催さ

れた「加茂よっといで祭り」に、あんま・マッサージ体験コーナー、盲導犬コーナー」を出展して、参加

させていただきました。 

そのイベント出展の運営に三刀屋高校の片岡先生をはじめ、佐藤綾香さん、奥井真由さん、石田夢

乃さんの三人の生徒さんにご協力いただきました。 

私たちは目を不自由しており、文字を認識することだったり、自身の移動に関してどうしてもサポート

が必要です。６月の島根県視覚障害者福祉大会においても移動介助について経験をされており、

今回もとても的確に、そして心のこもった移動介助をしていただきました。 

また、マッサージ体験希望者の受付や、施術の時間を測ったり、施術の終わりの声掛けなど大変助

かりました。 

何より嬉しかったのは、全く見えない方を外の飲食イベント会場まで連れて行ってくれて、いっしょに

食事をしてくださったことです。手引きをしながらイベント会場内を案内してくださり、どんな食事が出

店されているのか説明をしてくださったことで楽しく食事ができました。 

本当に嬉しかったです。 

私たち視覚に障害を持っていますが、社会の一員であり、社会と共に生きています。そのような中、

イベントに参加できたことで社会の一員であることをあらためて実感できました。 

このような気持ちが持てたのも三刀屋高校の生徒さんのおかげです。 

本当にありがとうございました。 

加えて、雲南社協だよりの音訳についてもお礼申し上げます。 

今後ともご協力いただきますようお願い申し上げます。 

 公益社団法人 島根県視覚障害者福祉協会 

  会長 佐藤 昌史 

 

 

 

 

 

 全国ボランティアスピリット『ボランティアスピリット賞』『同 コミュニティ賞』 ！  

  



  

新型コロナ感染症対策のためWeb大会でした。 

 

 

 島根県立大学出雲キャンパス「献血サークル 赤えんぴつくん」と交流  

 

 



 交通安全標語の募集・ガードレールに反射材  

  

 

 能登半島地震災害義援金 ・ 赤い羽根共同募金  

  

 

年間の活動を通して  

  



  

  

  

 

 


